
形式－ＧＳＫ形

● 通電中はカバーを絶対外さないでください。感電の恐れがあります。
● 必ず電源を切ってから配線してください。感電の恐れがあります。

警告

安全上のご注意

● 電線グランドのサイズの適合、グランド締め付けなどを確実に行ってください。
   水が浸入して感電の恐れがあります。
● 防水カバーの締め付けは、バランスよく確実に締め付けてください。水が浸入して感電の恐れがあります。
（締め付けトルク １～１．５ Ｎ･㎝)

破損の原因となります。

付属品(例)

配管

に固定してください。

配管を長くして、共振がない場所に

防振ゴムを入れて固定するのが
望ましい。 ● 配管は振動を吸収するようなもの

(ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎｰｽ)が望ましい。

● 当製品は電子機器のため、電磁波障害を受けるような環境では使用しないで下さい。
● 結露した状態では使用しないで下さい。

最大負荷抵抗＝
電源電圧－１６

   ０．０２
（Ω） にて計算され、電源電圧が２４Ｖの時には４００Ωとなります。

● 最大負荷抵抗以上の抵抗がかかる制御には使用しないで下さい。最大負荷抵抗は、
脈動緩衝装置(キャピラリーチューブ、ダンパなど)をご使用ください。

ご使用ください。
● 使用温度範囲及び制御体温度は－２５～７０℃ですので、制御体温度がこれ以上になる場合には、サイフォンなどを

● 瞬時的な電圧変動について    
本品は、低周波妨害を始めとする各種ＥＭＩ対策を行っています。ただし、瞬間的な圧力変動があった場合
出力が瞬間的に変動します。

※ 振動、衝撃のある場所での取り付け例

特に振動､衝撃のある場所の場合､取り付け例を参考に取り付け願います。

を入れてください。
この出力変化を避けたい場合にはＤＣ／ＤＣコンバータなどによって電圧変動をなくすか、１０ｍＳ程度のタイマ

取  扱  説  明  書

 

圧力センサ

なお、お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる所に
ご使用の前に、取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。

必ず保管してください。

はじめに
このたびは、ＧＳＫ形圧力センサをお買い上げいただきまして、ありがとうございます。

● 圧力センサを配管ラインに取り付ける前には、必ず管内のゴミ・異物を取り除いてください。
● 圧力センサの配管時は、継手の六角部に相スパナを当てて締め付けてください。

● 圧力センサと配管を同じブラケット上

● 圧力センサとブラケットの間に

取付条件

下記の範囲を超える条件で使用される場合は当社へご相談ください。
圧力センサは次の条件でご使用ください。誤作動、性能低下の恐れがあります。

● 落下させないでください。

取付方法

● 端子ねじ以外のねじは動かさないでください。

取り付けてください。なお、取り付けには下記の項目にご注意ください。破損､誤動作の原因になります。
圧力センサはどのような方向にも取り付けできます。取り付けは防水ケースの取付脚２箇所を利用して

● 振動、衝撃が直接継手及び本体に加わることがないように取り付けください。圧力センサの継手に過度の力が加わると

● 付属品は圧力センサに直接取り付けずに

固定して取り付けてください。

● 衝撃圧力、過度の圧力変動、脈動等のない場所に取り付けてください。取り付け上やむを得ない場合には、
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     圧  力  範  囲       形     式  出   力  最 高 使 用 圧 力 電源電圧

仕   様

  ＧＳＫ－０３５Ｍ１５             ０～３.５ＭＰａ
  ＧＳＫ－０２５Ｍ１５             ０～２.５ＭＰａ
  ＧＳＫ－０２０Ｍ１５             ０～２.０ＭＰａ
  ＧＳＫ－０１５Ｍ１５             ０～１.５ＭＰａ
  ＧＳＫ－０１０Ｍ１５             ０～１.０ＭＰａ
  ＧＳＫ－００６Ｍ１５             ０～０.６ＭＰａ
  ＧＳＫ－００４Ｍ１５             ０～０.４ＭＰａ
  ＧＳＫ－００３Ｍ１５             ０～０.３ＭＰａ
  ＧＳＫ－７０２Ｍ１５  －０.１０１３～０.２ＭＰａ
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● 耐電圧ＡＣ５５０Ｖ以上を印加しないで下さい。センサを破壊する恐れがあります。

● 電源は電圧変動及びサージ対策された直流電源をご使用ください。
● 静電気を帯電した状態で、直接端子に触れないで下さい。

＋・－の極性を間違えないよう確実に配線ください。故障の原因となります。

配線方法

なお、調整には下記項目にご注意ください。誤作動の原因になります。

トリマにより零点調整が行えますので、取付部にヘッド差がある場合でも簡単に補正ができます。

操作方法・調整方法

● 零点調整以外のトリマは絶対に動かさないでください。
● 最高使用圧力以内でご使用ください。

トリマは時計方向に回すと零点上昇、反時計方向に回すと零点下降します。(上図参照)
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結線図
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最大負荷抵抗
400Ω at DC24V

ＧＳＫ形

電圧が瞬時変化した場合の出力特性（例：２Ｖの電源変動の場合、２０～３０ｍｓ）

    精     度

  ＧＳＫ－０５０Ｍ１５             ０～５.０ＭＰａ     ７.５ＭＰａ

  ・電源電圧： DC24V  ・防水規格：IP66(JIS F8007）・重量：約0.5kg  ・使用温度：-25～70℃  ・負荷抵抗：400 Ω(MAX)  

  ＧＳＫ－０４０Ｍ１５             ０～４.０ＭＰａ     ４.５ＭＰａ

不具合発生時の処置
作動に異常がありましたら当社にご連絡ください。
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電線の接続は端子盤に端子ねじが付いていますので、下図の結線図をご参照の上、接続を行ってください。

      指示計圧力センサ


